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性別（男性：１，女性：０） 0.36 0.48 
年齢 74.89 6.20 
健康度 3.52 0.57 
配偶者の有無（有：１，無：０） 0.70 0.46 
同居子の有無（有：１，無：０） 0.33 0.47 
現在の就業の有無（有：１，無：０） 0.25 0.43 
年収（単位：万円） 230.41 148.60 
友人数①（相談ごと） 4.22 3.53 
友人数②（金銭の貸し借りなど） 0.50 1.10 
友人数③（入院） 1.21 1.71 
友人数④（留守時の世話） 1.08 1.31 
友人数⑤（慰め） 2.00 2.06 
友人数⑥（些細な物・サービス） 1.67 1.80 
友人数⑦（年賀状の交換） 42.29 56.38 
友人数⑧（お祝い事） 7.47 6.99 
友人数⑨（飲食） 6.46 6.04 
友人数⑩（遊びや旅行） 5.89 6.31 
友人数⑪（訪問） 5.00 5.02 
（従属変数）















性別（男性：１，女性：０） 0.123 * -0.103 0.251 ** 0.092 -0.037 0.117 *
年齢 -0.010 -0.371 ** 0.206 ** -0.035 -0.140 *
健康度 -0.048 0.095 0.001 0.060 
配偶者の有無（有：１，無：０） -0.192 ** 0.085 0.348 **
同居子の有無（有：１，無：０） 0.111 * 0.001 
現在の就業の有無（有：１，無：０） 0.040 




友人数① 友人数② 友人数③ 友人数④ 友人数⑤ 友人数⑥
性別（男性：１，女性：０） 0.041 0.084 0.070 0.105 -0.114 * -0.006 
年齢 -0.004 -0.061 -0.051 -0.056 -0.048 -0.130 *
健康度 0.106 -0.018 -0.101 0.113 * 0.091 0.107 
配偶者の有無（有：１，無：０） 0.123 * 0.039 0.125 * 0.077 0.000 0.132 *
同居子の有無（有：１，無：０） 0.127 * -0.047 -0.130 * -0.080 0.013 -0.093 
現在の就業の有無（有：１，無：０） 0.071 0.073 0.072 0.010 0.033 0.106 
年収 0.257 ** 0.102 0.074 0.081 0.029 0.150 *
友人数⑦ 友人数⑧ 友人数⑨ 友人数⑩ 友人数⑪
性別（男性：１，女性：０） 0.350 ** 0.157 * -0.015 0.075 0.096 
年齢 -0.072 0.040 -0.233 ** -0.118 * -0.052 
健康度 0.108 0.071 0.074 0.080 0.050 
配偶者の有無（有：１，無：０） 0.203 ** 0.076 0.150 * 0.191 ** 0.106 
同居子の有無（有：１，無：０） -0.138 * -0.022 0.087 0.033 0.022 
現在の就業の有無（有：１，無：０） 0.088 0.184 ** 0.141 * 0.223 ** 0.272 **
年収 0.338 ** 0.109 0.239 ** 0.140 * 0.028 
（注）片側検定　**p ＜ .01，*p ＜ . 05
それぞれの友人数の説明は，本文を参照。
　表２で７つの独立変数間の関連を見ておく。まず，
性別は年齢，配偶者の有無，同居子の有無，現在の
就業の有無，年収と有意な関連があった。そして，
男性は，年齢が高く，配偶者や同居子がおらず，就
業しており，年収が高いという傾向がある。次に，
年齢は配偶者の有無，同居子の有無，年収と有意な
関連が見られた。そして，年齢が高いほど，配偶者
がおらず，子どもと一緒に住んでおり，年収が低い。
それから，配偶者の有無は同居子の有無および年収
と有意な関連が見られ，配偶者がいると，子どもと
一緒に住んでおらず，年収が高いという傾向がある。
　表２と表３の独立変数間の相関係数を見ると，中
程度であり，多重共線性は発生していないと考えら
れる。
（本論文の後半は，『研究集録』の第157号に掲載予
定である。本稿で引用した文献は，次号の文献表で
一括して提示する。なお，本論文は，野邊の指導のも
とに大須賀が執筆した修士論文「地方小都市におけ
る高齢者の友人関係と主観的幸福感―香川県さぬ
き市の老人大学を対象にして―」の第６章にもと
づいている。調査，分析，執筆はすべて大須賀がお
こなった。『研究集録』に投稿するにために，野邊
が論文の形式となるように若干の書き直しをした。）
